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具
体
的
方
法
・
数
値
目
標
示
さ
ず

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
か
ら
の
撤
退
が
筋

原
子
力
委
員
会

（委
員
長
＝
岡

芳
明

・
元
早
大
特
任
教
授
）
は
七

月
二
十

一
日
、
原
発
の
使
用
済
み

燃
料
の
再
処
理
か
ら
発
生
す
る
プ

ル
ト

ニ
ウ
ム
の
利
用
指
針
を
十
五

年
ぶ
り
に
改
定
し
、
公
表
し
た
。

現
在

の
保
有
量
四
十
七
トン
を
上

限
と
設
定
し
、
こ
れ
よ
り
削
減
す

る
と
し
た
。
だ
が
、
具
体
的
な
削

減
方
法
や
数
値
目
標
に
は
言
及
せ

ず
、
電
力
会
社
に
委
ね
る
形
で
、

初
め
か
ら
削
減
方
針
に
疑
問
符
が

つ
く
状
態
で
あ
る
。

原
子
力
委
は
二
〇
〇
三
年
の
方

針
で
は

「利
用
目
的
の
な
い
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
は
持
た
な
い
」
と
し
て
、

世
界
の
日
本
の
核
武
装

へ
の
懸
念

に
対
し
て
理
解
を
求
め
て
き
た
。

英
仏

へ
の
使
用
済
み
燃
料

（七
千

百
トン
）
の
再
処
理
か
ら
出
た
プ
ル

『バ王南□要Ｘ法
州編乗△
〓　
口ｉ
ｎ
　
虹瓢週涌ピ

○
同
時
＝
十

一
月
十
日
～
十

一
日

２

市

換

岬

屋
委

装

語

」

〈
日
本
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
保
有
量
〉

○
合
計

　
　
　
約
四
七
ト

ン

＊
英
仏
　
　
　
約
三
六

・
七
トン

＊
国
内
　
　
　
約

一
〇

・
五
トン

２
答
勢
稀
フ
ル
ト
ニ
ウ
ム
三尋

ト

ニ
ウ
ム
が
圧
倒
的
部
分
を
占
め

る
こ
と
か
ら
英
仏
の
プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
は
全
量
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
と
し
て
プ

ル
サ
ー

マ
ル
で
利
用
す
る
と
宣
言

し
て
き
た
。

再
処
理
を
認
め
ら
れ
て
い
る
の

は
核
兵
器
保
有
国
以
外
で
は
日
本

だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
が
高

速
増
殖
炉
路
線
を

「将
来
の
原
子

力
の
主
流
」
と
位
置
づ
け
、
こ
れ

が
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
か
ら
で

あ
る
。

し
か
し
、
高
速
増
殖
炉
開
発
は

技
術
的
困
難
か
ら
行
き
詰
ま
り
、

「も
ん
じ
ゆ
」
事
故
で
破
綻
、
廃

炉
と
さ
れ
た
。
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
利

用
の
道
は
ま

っ
た
く
断
た
れ
た
。

高
速
増
殖
炉
開
発
が
遅
れ
を
示

し
た
頃
か
ら

「軽
水
炉
長
期
化
時

代
」
が
う
た
わ
れ
、
軽
水
炉

へ
の

プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
利
用
と
し
て
プ
ル

サ
ー

マ
ル
計
画
が
苦
肉

の
策
と
し

て
登
場
し
た
が
、
こ
れ
も
福
島
第

一
原
発
事
故
で
破
綻
し
た
。

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
は
破
綻
。

プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
は

「資
源
」
ど
こ

ろ
か

「厄
介
物
」
と
な

つ
た
。

日
本
は
使
用
済
み
燃
料
の
全
量

再
処
理
路
線
を
と

つ
て
い
る
が
、

再
処
理
し
て
発
生
す
る
プ
ル
ト

ニ

ウ
ム
の
使
い
道
は
な
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
と
電
力
会
社
は
六
ケ

所
再
処
理
工
場

（年
間
八
トン
の
プ

ル
ト

ニ
ウ
ム
分
離
）
に

つ
い
て
二

十
三
回
も
の
竣
工
延
期
を
繰
り
返

し
な
が
ら
今
も
固
執
し
て
い
る
。

原
子
力
委
の
新
方
針
は
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
上
限
四
十
七
トン
か
ら

「削
減
」
と
い
い
な
が
ら
、
Ｍ
Ｏ

Ｘ
燃
料
消
費
分

（そ
の
見
通
し
は

な
い
）
の
再
処
理
を
認
め
る
と
い

い
、
増
や
さ
な
い
と
は
い
わ
な
い

方
針
。
こ
れ
で
は
何
も
解
決
し
な

い
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
か
ら
の
撤

退
が
筋
で
あ
る
。

○

眉
筆
辞
循
ご
見
直
さ
ず
　
こ
れ
で
原
発
舟
稼
働
あ
り
？

（二
面
）

○
原
発
安
傘
対
基
軍
四
ｏ
四
兆
円

公
二
面
）

○

「北
引
瞑

核
開
発
継
画

　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
整

呈
漏
踊
竿
′
「
（五
面
）

●
石
田
勇
二
東
大
大

学
院
教
授
は

「ウ
ソ

と
謀
略
に
満
ち
た
ナ

チ
党

の
手
口
が
い
ま

や
世
界
各
国
で
政
治

の
常
套
手
段
に
な
り
、
極
右
や

強
権
的
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
大
手

を
振
る

つ
て
い
る
」
と
警
告
し

て
き
た
●
原
子
力
分
野
で
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
ば
り

の

〃
専
売
特
許
〃
の
取
得
者
で

あ
る
。
原
子
力
委
員
会
が
原
子

力
政
策

の
基
礎
と
な
る

「原
子

力
長
計
」
を
策
定
。
当
初
か
ら

高
速
増
殖
炉
を

「将
来
の
原
子

力
の
主
流
」
と
位
置
づ
け
て
き

た
●
天
然
ウ
ラ
ン
に
は
核
分
裂

性
ウ
ラ
ン
２
３
５
は
〇

・
七
ぎ

し
か
含
ま
れ
な
い
。
残
り
九
九

・

三
省
は
非
核
分
裂
性
ウ
ラ
ン
２

３
８
で
あ
る
。

「原
子
力
長
計
」

で
は

こ

の
ウ

ラ

ン
２
３
８
を

「
天
然
ウ
ラ
ン
の
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
利
用
を
可
能
」
と
断
言

●
こ
の
大
き
な
ウ
ソ
か
ら
巨
額

な
資
金
を
投
ず
る
日
本
の
原
発

開
発
が
始
ま

つ
た
。
原
発
開
発

に
は
、
こ
の
種
の
ウ
ソ
が
満
ち

て
い
る
。
国
民
が
ウ
ソ
を
見
破

る
力
を
持
つ
こ
と
が
問
わ
れ
る
。


